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内
に
六
十
％
の
確
立
で
発
生
す
る

と
言
わ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
変

動
に
よ
る
大
地
震
に
備
え
、
地
区
会

と
各
自
治
体
と
の
間
で
災
害
時
支

援
協
定
を
で
き
る
限
り
早
い
時
期

に
締
結
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。 

全
地
区
会
に
つ
い
て
は
、 

遅
く
と
も
平
成
二
十
七
年
度
末 

ま
で
に
は
締
結
を
終
え
た
い 

と
考
え
て
い
ま
す
。 

地
区
会
員
各
位
の 

ご
理
解
並
び
に
ご
協
力 

よ
ろ
し
く
お
願
い 

申
し
上
げ
ま
す
。 

       

▽
次
に
需
要
開
発
運
動
の
推
進
で
す
。 

本
年
度
よ
り
一
般
社
団
法
人
全
国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
（
略

称
：
全
Ｌ
協
）
が
重
点
推
進
事
項
に
掲
げ
て
い
る
事
も
あ

り
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
特
性
（
分
散
型
、
災
害
に
強
い
、
環
境

に
優
し
い
、
省
エ
ネ
）
を
活
か
し
た
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
機
器
の

拡
販
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
自
動
車
の
普
及
促
進
な
ど
を
会
員
の

皆
様
と
と
も
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

▽
そ
し
て
最
後
に
、
防
災
対
策
の
整
備
で
す
。 

現
在
、
災
害
対
策
に
係
る
諸
規
定
の
全
面
改
訂
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
特
に
災
害
発
生
時
の
各
段
階
に
お
け

る
会
員
事
業
所
の
具
体
的
な
行
動
基
準
を
示
す
「
災
害
対

策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
策
定
を
行
う
と
と
も
に
、
四
国
４
県

の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
者
の
相
互
応
援
な
ど
広
域
的
な
連
携
支

援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
引
き
続
き 

検
討
し
て
参
り
ま
す
。 

    

去
る
四
月
二
十
六
日
、 

徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、 

本
年
度
第
一
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
理
事
会
は
五
月
下
旬
に
開
催
さ
れ
る
定
時
総
会

の
日
程
の
決
定
他
、
計
五
つ
の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し

た
。 

■
第
一
号
議
案 

平
成
二
十
五
年
度
定
時
総
会
に
つ
い

て 

■
第
二
号
議
案 

平
成
二
十
四
年
度
事
業
報
告
及
び
決

算
の
承
認
に
つ
い
て 

■
第
三
号
議
案 

平
成
二
十
五
年
度
事
業
計
画
及
び
収

支
予
算
に
つ
い
て 

■
第
四
号
議
案 

公
益
目
的
支
出
計
画
実
施
報
告
書
等

の
提
出
に
つ
い
て 

■
第
五
号
議
案 

「
一
般
社
団
法
人
徳
島
県
エ
ル
ピ
ー

ガ
ス
協
会
総
会
規
程
」
の
一
部
を
改
正

す
る
規
程 

審
議
の
結
果
、
全
議
案
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

 

  

平
成
二
十
五
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
本
年
度
は
次
の

三
つ
の
重
点
事
項
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
     

▽
ま
ず
は
地
区
会
活
動
の
推
進
で
す
。 

一
年
前
の
四
月
一
日
、
当
協
会
は
「
一
般
社
団
法
人
徳

島
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会
」
と
し
て
、
新
し
い
歴
史
を
刻

み
始
め
ま
し
た
。
新
法
人
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ま
た

今
年
度
が
役
員
改
選
の
時
期
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
組
織

上
存
在
し
な
い
こ
れ
ま
で
の
「
支
部
」
を
ど
の
よ
う
に
す

べ
き
な
の
か
、
支
部
に
代
わ
る
新
し
い
役
員
推
薦
母
体
を

ど
の
よ
う
に
作
り
上
げ
る
べ
き
な
の
か
を
一
年
か
け
て

総
務
部
会
で
検
討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

そ
し
て
出
来
上
が
っ
た
の
が
「
地
区
会
」
で
す
。 

こ
の
「
地
区
会
」
に
は
協
会
の
地
方
組
織
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
そ
の
活
動
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
再
編
に
関
し
て
は
特
に
留
意
し
て
各
自
治
体
と
の

整
合
性
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
三
十
年
以

内

六
十

確
立
で
発
生
す

言
わ
れ

南
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(旧)支部 【平成２５年３月３１日迄】 (新)地区 【平成２５年４月１日から】 

支部名 会員数 市町村別 地区名 会員数 市町村別 
徳島西 ８ 
徳島南 １４ 

徳島北 １５ 
徳島市 ３７ 徳 島 ４７ 

徳島市 
徳島市川内町 
徳島市国府町 

小松島 １５ 小松島市 １５ 

勝 浦 ３ 
勝浦町 ２ 
上勝町 １ 

小松島/ 
勝浦 

１８ 
小松島市 
勝浦町 
上勝町 

川 北 １０ 
(旧)那賀川町 ４ 
(旧)羽ノ浦町 ６ 

阿 南 ２６ (旧)阿南市 ２６ 
阿 南 ３６ 

(旧)阿南市 
(旧)那賀川町 
(旧)羽ノ浦町 

丹生谷 ６ 那賀町 ６ 

海 部 １５ 
美波町 ４ 
牟岐町 ３ 
海陽町 ８ 

海部/那賀 ２１ 

那賀町 
美波町 
牟岐町 
海陽町 

鳴 門 １７ 鳴門市 １７ 鳴 門 ２２ 鳴門市 

下 板 １８ 

北島町 ３ 
松茂町 ７ 
鳴門市大麻町 ５ 
徳島市川内町 ３ 

上 板 １６ 

藍住町 ５ 
板野町 ５ 
上板町 ２ 
(旧)土成町 ３ 
(旧)吉野町 １ 

板 野 ２２ 

北島町 
松茂町 
藍住町 
板野町 
上板町 

名東/名西 １５ 
石井町 ８ 
徳島市国府町 ７ 

神 山 ８ 神山町 ８ 
名 西 １６ 

石井町 
神山町 

吉野川 １５ 吉野川市 １５ 吉野川 １５ （従来どおり） 

阿 波 １２ 
(旧)阿波町 ６ 
(旧)市場町 ５ 
(旧)土成町 １ 

阿 波 １６ 

(旧)阿波町 
(旧)市場町 
(旧)土成町 
(旧)吉野町 

美 馬 ３９ 
美馬市 ２２ 
つるぎ町 １７ 

美 馬 ３９ （従来どおり） 

三 好 ２６ 
三好市 ２１ 
東みよし町 ５ 

三 好 ２６ （従来どおり） 

１８支部 ２７８  

 

１１地区 ２７８  

地区会発足 平成２５年４月１日より、市町村との整合性を図るためにこれまで
の「支部」を廃止し、「地区」を新設しました。 
「(旧)支部」と「(新)地区」の変更点は次のとおりです。 

徳
島
県
危
機
管
理
部 

消
防
保
安
課 

人
事
異
動

 

平
成
二
十
五
年
度
か
ら
消
防
保
安
課

長
を
拝
命
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
二
年

度
に
は
副
課
長
と
し
て
、
ま
た
、
以
前

の
「
消
防
防
災
安
全
課
」
時
代
に
は
防

災
担
当
を
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
一

般
社
団
法
人
徳
島
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協

会
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で
も
「
高
圧

ガ
ス
防
災
訓
練
」
や
「
近
畿
府
県
合
同

防
災
訓
練
」
と
い
っ
た
折
々
で
お
世
話

に
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。
特
に
、
初
め

て
訓
練
を
見
学
し
た
と
き
は
「
写
真
係
」

で
し
た
の
で
、
容
器
運
搬
中
に
地
震
が

発
生
し
た
と
の
想
定
で
、
情
報
連
絡
か

ら
応
援
車
両
に
よ
る
容
器
回
収
ま
で
、

会
員
の
皆
さ
ん
が
真
剣
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
姿
に
感
銘
を
受
け
、
雨
を
も
の

と
も
せ
ず
に
多
過
ぎ
る
と
言
わ
れ
る
ほ

ど
写
真
を
撮
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
訓
練
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
お

り
ま
し
た
の
で
、
平
成
十
四
年
度
に
徳

島
県
で
初
め
て
「
近
畿
府
県
合
同
防
災

訓
練
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
際

に
は
、
阿
南
市
辰
巳
の
会
場
ま
で
出
動

し
て
「
南
海
地
震
」
発
生
と
の
想
定
で

他
機
関
と
の
合
同
訓
練
を
行
っ
て
い
た

だ
き
た
い
、
と
お
願
い
す
る
に
至
り
、

初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら

ず
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と

に
は
、
今
も
と
て
も
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。 

 

さ
て
、
去
る
四
月
十
三
日
に
発
生
し

た
「
淡
路
島
付
近
を
震
源
と
す
る
地
震
」

で
は
、
県
内
で
は
負
傷
者
二
名
、
住
宅

の
一
部
損
壊
一
棟
な
ど
の
被
害
が
あ
り

ま
し
た
。「
県
災
害
対
策
・
警
戒
本
部
」

を
設
置
し
て
情
報
収
集
な
ど
の
対
応
を

行
い
ま
し
た
が
、
協
会
か
ら
は
「
被
害

無
し
」
の
ご
連
絡
を
い
た
だ
き
、
安
堵

す
る
と
と
も
に
、
日
頃
の
お
取
り
組
み

が
活
か
さ
れ
て
い
る
と
心
強
く
思
い
ま

し
た
。 

 

ま
た
、
会
員
の
皆
様
の
日
々
の
ご
協

力
が
実
り
、
県
内
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
一
般

消
費
等
に
係
る
事
故
は
二
年
連
続
で
ゼ

ロ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

私
ど
も
も
、
年
度
替
わ
り
に
起
こ
っ
た

 

ご
挨
拶 消

防
保
安
課
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野
々
瀬 

由
佳 

■
所 

属 
 
 

 
 

■
職 

名 
 

 
 

 
 
 

 

■
氏 

名 

徳
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県
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機
管
理
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安
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長
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伸
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主
任 

 
 

 

川
上 

武
士 
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主
任
主
事 

◎
横
田 

徹
生 

徳
島
県
南
部 

 
 

 

副
部
長 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

森
本 

高
弘 

総
合
県
民
局 

 
 

 

県
民
生
活
担
当 

課
長
補
佐 

 

中
西 

俊
文 

経
営
企
画
部
（
阿
南
） 

 

〃 
 
 

 
 

〃 
 

 

◎
松
本 

優
二 

徳
島
県
西
部 

 
 

 

次
長 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

後
藤
田
利
明 

総
合
県
民
局 

 
 

 

危
機
管
理
担
当 

課
長 

 
 

 

正
木 

千
弘 

企
画
振
興
部
（
美
馬
） 

 

〃 
 
 

 

主
任 

 
 

◎
三
橋 

清
彦 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

〃

 
 

 
 

〃

 
 

 

入
口 

祐
治 

平
成
二
十
五
年
度 

徳
島
県
保
安
行
政
担
当
者
名
簿 

【
◎
は
液
化
石
油
ガ
ス
法
主
任
者
で
す
】

地
震
は
早
期
に
体
制
を
確
立
せ
よ
と
の

教
訓
で
あ
っ
た
と
受
け
止
め
、
皆
様
方

と
同
様
に
、
日
々
様
々
な
面
で
「
保
安

の
確
保
」
に
努
め
、
施
策
を
着
実 

に
推
進
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す 

の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 
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平
成
二
十
二
年

度
か
ら
実
施
し
て

い
ま
し
た
「
１
販
売

店
１
基
１
台
運
動
」

が
、
平
成
二
十
五
年

三
月
三
十
一
日
を

も
っ
て
終
了
し
ま

し
た
。
こ
の
運
動
を

さ
ら
に
継
続
・
拡
大

し
て
い
く
た
め
に
、

平
成
二
十
五
年
四

月
一
日
よ
り
「
需
要

開
発
推
進
運
動
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

「
全
Ｌ
協
」「
各

都
道
府
県
協
会
」

「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業

者
」
が
一
体
と
な
っ

て
行
う
こ
の
運
動

の
目
的
及
び
活
動

内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。 

 

な
お
、「
一
、
進
化
す
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
」

に
つ
い
て
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
者
の
販

売
目
標
及
び
実
績
報
告
が
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
協
会
の 

定
め
る
期
限
ま
で
に
ご
報
告
を 

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

１．『進化する LP ガス』 

目的 
高効率給湯器の普及推進による
LP ガスの拡販 

活動内容 

高効率給湯器等の販売力及び施
工力の向上と、積極的な販売を推進
・エネファーム（エコウィル）の販売 
・エコジョーズの販売 
・ハイブリッド給湯器の販売 

都道府県協会 

LP ガス事業者の販売促進活動を支援
・講習会の企画、開催 
・お客様提案ツールの斡旋 
・コラボ制作物の斡旋 

LP ガス事業者 
年度毎に機器の販売目標を設定
し、高効率給湯器の販売活動を行う 

目標及び実績報告
期限 

目標値：新年度開始後の４月中旬
までに報告 
実績値：毎年度終了後の４月中旬
までに報告 
【報告用紙は協会より送付します】

 ２．『究極のライフライン LP ガス』 

目的 
公的施設への LP ガス機器の設置
推進 

活動内容 

①地方自治体への LP ガス機器設
置提案活動 

・災害用バルクの提案 
・LP ガス自動車の提案 
・緊急時対応機器（LP ガス発電 
機、炊出しセット等）の提案 

・LP ガス機器（給湯器、GHP、ガ 
ス機器等）の提案 

・その他災害対策用機器の提案 
②地方自治体との防災協定の締結 

都道府県協会 

年度毎に活動目標を設定し活動を行う
・地方自治体との防災協定の締結 
・地方自治体への LP ガス、LP ガ
ス自動車、災害用バルク等の導
入提案 

・災害用バルク等の導入施設への
防災訓練の提案及び参画 

・この運動の推進状況の把握と対策
 ３．『人を育む LP ガス』 

目的 
火育・食育をとおして火と食の文化
を子供たちに伝える 

活動内容 

火と食の文化を子供たちに伝える
活動を実施 
・Si コンロを使用した活動 
・ガス炊飯器を使用した活動等 

都道府県協会 

年度毎に活動目標を設定し活動を行う
・都道府県協会及び地区で、 
火育、食育活動の実施 

・活動計画書の作成及び活動記
録簿の提出 

LP ガス事業者 各社毎に火育、食育の実施 
 

 

平
成
二
十
四
年
度
に
、
フ
リ
ー
ア
ク

セ
ス
を
利
用
し
た
相
談
案
件
は
十
二

件
で
し
た
。 

 

相
談
内
容
は
、
▼
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
価
格

に
つ
い
て
９
件 

▼
設
備
関
係
に
つ

い
て
２
件 

▼
保
安
に
つ
い
て
１
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
同
様
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
価
格
に
つ

い
て
の
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お

り
、
今
年
度
も
相
談
件
数
の
大
半
を
占

め
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
十
月
二
十
五
日
及
び
二
月
二

■ 需要開発推進運動が 
スタートしました !!! 

十
一
日
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
者
相
談
所

委
員
会
を
開
催
し
、
相
談
案
件
に
対
す

る
相
談
員
の
対
応
を
評
価
、
審
議
し
た

結
果
、
い
ず
れ
の
相
談
案
件
に
つ
い
て

も
適
切
に
処
理
さ
れ
て
い
る
と
認
め

ら
れ
ま
し
た
。 

LP ガスの価格について 

平
成
二
十
四
年
度 
お
客
様
相
談
件
数 

保安について 

設備関係について 

品      名 販  売  単  価 

交付文書 ￥３０／１部 

ミニ検針伝票 ￥１２０／１冊 

配達伝票 ３部綴 ￥３００／１冊 

配達伝票 ４部綴 ￥３５０／１冊 

設備点検調査票 ２部綴 ￥８１０／１冊 

設備点検調査票 ３部綴 ￥１，０４０／１冊 

質量販売伝票 ￥２５／１部 ￥１，２５０／１冊 

消費先保安台帳 ￥１５／１部 ￥１，５００／１冊 

販売台帳 ￥８／１枚 ￥８００／１００枚 

LP ガス売買契約時等交付書面 ￥６００／１冊 

ガス器具等売買契約時等交付書面 ￥６００／１冊 

※郵送をご希望の場合、別途郵送料が必要となります。 

 当協会で販売している斡旋物品について、印刷会社の都合上、
ご注文をいただいてから納品までに数日程度お時間をいただいており
ます。特に、社名印刷が必要な物品については、２ヶ月程度の期間
をいただく物品もありますので、お申込みの際には余裕をもってご注文
をお願いいたします。 

斡旋物品の注文について 
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今
回
は
、
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。 

 

四
月
十
三
日
の
早
朝
五
時
三
十

三
分
、
徳
島
で
震
度
４
の
地
震
が

発
生
し
目
が
覚
め
ま
し
た
。
最
初

は
小
さ
く
ガ
タ
ガ
タ
と
な
る
程
度

で
し
た
が
、
す
ぐ
に
横
揺
れ
が
感

じ
ら
れ
「
ち
ょ
っ
と
早
い
け
ど
、

南
海
地
震
か
？
」
と
恐
怖
が
頭
の

中
を
よ
ぎ
り
ま
し
た
。
幸
い
に
し

て
徳
島
で
は
大
き
な
被
害
は
出
ま

せ
ん
で
し
た
し
、
思
っ
た
よ
り
メ

ー
タ
ー
遮
断
も
起
こ
ら
な
か
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
発
生
時
間
が

朝
早
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ガ
ス

を
使
っ
て
い
る
お
客
様
が
少
な
く

て
私
た
ち
ガ
ス
屋
は
胸
を
な
で
下

ろ
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
事
業
所

で
は
い
か
が
で
し
た
か
？
普
段
の

訓
練
通
り
に
、
自
分
以
外
の
方
と

連
絡
は
取
り
合
え
ま
し
た
か
？
思

い
が
け
ず
実
践
的
な
訓
練
が
実
施

で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

南
海
ト
ラ
フ
が 

動
く
と
こ
の
程
度
で
は
済
み
ま
せ

ん
し
、
津
波
も
想
定
さ
れ
て
い
て
、

自
分
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に

災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て

直
ち
に
避
難
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
現
在
「
災

害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
改
訂
す

る
作
業
に
取
り
掛
か
っ
て
い
ま

す
。
以
前
の
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
複
雑
す
ぎ
て
実
際
に
は
運
用

す
る
の
が
困
難
と
思
わ
れ
る
よ
う

な
箇
所
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

（
一
社
）
徳
島
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス

協
会
の
支
部
が
再
編
さ
れ
る
の
を

機
会
に
、
も
っ
と
、
解
り
や
す
く

シ
ン
プ
ル
に
修
正
し
よ
う
と
頭
を

寄
せ
合
っ
て
話
し
合
っ
て
い
る
最

中
で
す
。 

 

災
害
発
生
時
に
、（
一
社
）
徳
島

県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会
が
ま
ず
最

初
に
知
り
た
い
こ
と
は
皆
様
方
会

員
の
安
否
情
報
で
す
。
会
員
の
皆

さ
ん
が
怪
我
を
し
た
り
動
け
な
い

状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
そ
れ

か
ら
後
の
情
報
は
集
ま
ら
な
く
な

っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
、
会
員
が
元
気
だ
と
い
う
前

提
で
初
め
て
運
用
が
で
き
る
も
の

で
す
。
応
援
を
受
け
る
に
し
て
も
、

他
地
区
に
応
援
要
員
と
し
て
出
動

す
る
に
し
て
も
、
五
体
満
足
で
い

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

 

そ
の
た
め
、
使
え
る
災
害
対
策

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
目
指
し
て
四
国
各

県
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
防
災
関
係
者
と
話

し
合
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
皆
さ

ん
に
発
表
で
き
る
日
も
近
い
と
思

い
ま
す
。 

野
口 

久
司
（
保
安
部
会
長
）

行事予定 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 
10 日 調査員講習･検定 健康科学総合センター 9:00～

23 日 業務主任者講習 教育会館 9:00～

定時総会 14:00～

新任理事会 16:00～

5 月 

28 日 

理事･地区長合同会議 

徳島グランヴィリオホテル

16:30～

6 日 設備士再講習 ＪＡ会館 9:00～

11 日～13 日 丙種化学液石講習 健康科学総合センター 9:00～

18 日～20 日 
第二種販売講習 
業務主任者の代理者講習 

健康科学総合センター 9:00～
6 月 

28 日 丙種化学液石検定 健康科学総合センター 9:00～

 

 

全
Ｌ
協
青
年
部
全
国
大
会
が
、
三
月
四
日
、

愛
媛
県
松
山
市
の
ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

全
国
か
ら
３
０
０
人
が
一
堂
に
会

し
（
徳
島
県
か
ら
二
十
二
名
参
加
）、

「
顧
客
接
点
を
強
化
し
需
要
開
発
推

進
に
繋
げ
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、

情
報
共
有
や
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
冒
頭
の
挨
拶
で
、
花
井
弘
光
（
青

年
委
員
長
）
は
「
今
や
新
築
は
ほ
と

ん
ど
が
電
化
住
宅
に
な
り
そ
う
で
懸

念
し
て
い
る
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
良
さ
を

あ
ら
ゆ
る
方
面
に
周
知
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
後
、
小
島
暢
夫
（
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
石
油
流
通
課
企
画
官
）
に

よ
る
『
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
巡
る
最
近
の
状

況
』
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
が
行
わ

れ
、「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
東
日
本
大
震
災
に

お
い
て
、
軒
下
在
庫
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
活
躍
し
た
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界

は
災
害
対
応
型
バ
ル
ク
貯
槽
な
ど

を
、
地
方
自
治
体
に
対
し
導
入
を
呼

び
か
け
て
欲
し
い
」
と
強
調
し
ま
し

た
。 

 

記
念
講
演
は
『
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
産
業
の
現
状
と
今
後
の
展

望
』
を
テ
ー
マ
に
、
伊
藤
敏
憲
（
伊

藤
リ
サ
ー
チ
・
ア
ン
ド
・
ア
ド
バ
イ

全国ＬＰガス協会青年部全国大会 開催 
３月４日(月) 松山市のひめぎんホールに３００人 

ザ
リ
ー
社
長
兼
ア
ナ
リ
ス
ト
に
よ
り

行
わ
れ
、「
，
９
０
年
代
半
ば
、
電
気
・

ガ
ス
・
石
油
料
金
は
い
ず
れ
も
世
界

最
高
だ
っ
た
。
そ
れ
が
現
在
、
内
外

価
格
差
は
規
制
緩
和
を
き
っ
か
け
に

縮
小
し
、
割
高
な
の
は
家
庭
用
ガ
ス

料
金
だ
け
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、

家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
の
電
気
シ
ェ

ア
の
上
昇
を
許
す
形
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
は
コ
ス
ト
削

減
・
効
率
化
・
需
要
開
発
を
進
め
な

が
ら
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
の
一
部
を
お

客
様
に
還
元
す
べ
く
、
ガ
ス
料
金
の

引
き
下
げ
を
断
行
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

大
会
を
通
じ
て
、
次
世
代
を
担
う

青
年
委
員
会
へ
の
期
待
の
高
さ
と
、

努
力
も
工
夫
も
し
な
い
事
業
者
が
生

き
残
れ
る
時
代
で
は
な
く
な
っ
た
こ

と
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
取
り
ま
し
た
。 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
お
忙
し
い

と
こ
ろ
全
国
大
会
に
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
二
十
二
名
の
方
々
、
本
当
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

石
川 

雅
史 

（
青
年
部
会
長
） 
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